
◆２０１６年の手術件数

食道閉鎖症 2 0
腸閉鎖症（狭窄症）手術 4 0
横隔膜ヘルニア根治術 4 0
臍帯ヘルニア手術 1 0
消化管穿孔 2 0
ヒルシュスプルング病手術 0 0
高位・中間位鎖肛根治術 0 0
悪性腫瘍全摘・亜全摘 0 0
胆道閉鎖症手術 0 0
胆道拡張症 0 0
肝切除術 0 0
肺葉切除術 0 0
腸回転異常 4 0
鼠径ヘルニア類縁疾患手術 0 0
幽門狭窄症手術 0 0
低位鎖肛 1 0
その他（上記以外の新生児症例） 8 0

26 0
ヒルシュスプルング病手術 0 3
高位・中間位鎖肛根治術 3 0
神経芽腫 3 0
腎腫瘍（Wilms腫瘍他） 0 0
肝腫瘍（肝芽腫他） 0 0
横紋筋肉腫 0 0
胚細胞腫瘍（悪性） 1 0
その他の悪性腫瘍 1 0
胆道閉鎖症手術 1 0

必須手術　計 9 3
胆道拡張症 6 0
肝切除術 0 0
肺葉切除術 0 0
食道アカラシア手術 0 0
腸回転異常 1 0
縦隔・後腹膜・仙骨前の良性腫瘍 0 0
その他（上記以外の準ずる手術） 0 0

準ずる手術　計 7 0
漏斗胸手術 0 0
VUR 0 0
噴門機能再建術（GERなど） 0 0
その他（上記以外の準ずる手術） 1 0

制限手術　計 1 0
17 3

鼠径ヘルニア類縁疾患手術
（新生児症例は除く）

39 1

鼠径ヘルニア類縁疾患手術合計
（新生児＋非新生児）

39 1

脾摘 0 2
停留精巣手術 6 0
イレウス手術 3 0
幽門狭窄症手術 4 0
低位鎖肛 0 0
虫垂切除 0 6

その他　計 13 8

103 2
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